
　
元
大
阪
工
業
大
学
学
長
で
剣
道
部
の

部
長
を
長
ら
く
お
勤
め
い
た
だ
き
ま
し

た
青
井
忠
正
先
生
が
去
る
三
月
十
五
日

に
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
享

年
七
十
四
歳
で
し
た
。
三
月
二
十
八
日

に
ご
自
宅
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
本

葬
に
は
多
数
の
先
輩
方
が
ご
参
列
、
先

生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
に
な
ら
れ
ま
し

た
。

　
青
井
先
生
は
、
一
九
四
六
年
九
月
に

京
都
大
理
学
部
物
理
学
科
を
ご
卒
業
。

一
九
四
八
年
九
月
同
大
学
院
特
別
研
究

生
前
期
を
、
一
九
五
一
年
九
月
同
後
期

を
そ
れ
ぞ
れ
修
了
。
同
年
十
月
大
阪
工

大
工
学
部
一
般
教
育
科
講
師
と
し
て
就

任
さ
れ
た
。
同
年
十
二
月
に
助
教
授
、
一

九
五
六
年
十
月
に
教
授
に
。
大
学
院
工

学
研
究
科
機
械
工
学
専
攻
博
士
課
程
の

指
導
教
授
を
兼
ね
な
が
ら
、
教
務
部
長
、

図
書
館
長
、
中
央
研
究
所
長
な
ど
の
要

職
を
歴
任
し
た
ほ
か
、
一
九
六
九
年
十

一
月
か
ら
一
九
七
二
年
四
月
ま
で
、
大

学
紛
争
の
中
で
学
長
事
務
取
扱
を
勤
め
、

混
乱
を
極
め
た
大
学
機
能
を
回
復
さ
せ

正
常
化
に
尽
力
し
た
。
翌
年
十
月
に
第

六
代
学
長
に
就
任
し
、
一
九
八
一
年
ま

で
の
三
期
八
年
に
わ
た
っ
て
同
大
学
の

充
実
、
発
展
に
精
励
し
た
。
一
九
七
〇
年

四
月
か
ら
一
九
九
一
年
七
月
ま
で
学
園

の
理
事
を
務
め
、
学
長
勇
退
後
の
一
九

八
一
年
十
月
か
ら
一
九
九
〇
年
ま
で
の

間
は
、
常
務
理
事
と
し
て
法
人
の
運
営

に
大
き
く
貢
献
し
た
。
学
生
に
は
情
熱

を
持
っ
て
、
教
職
員
に
対
し
て
も
常
に

温
か
く
接
し
、
率
先
し
て
指
導
、
育
成
に

努
め
た
。
一
九
九
五
年
三
月
に
大
阪
工

大
を
退
職
し
、
同
年
四
月
に
学
園
か
ら

同
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
受
け
た
。

　
学
外
で
は
、
長
ら
く
大
阪
国
際
サ
イ

エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の
理
事
を
務
め
た
ほ
か
、

（
財
）
大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
評
議

員
、（
社
）
大
阪
工
業
界
産
業
技
術
委
員

会
委
員
、
日
本
私
立
大
学
協
会
大
学
設

置
基
準
研
究
委
員
会
委
員
な
ど
を
歴
任

し
、
幅
広
く
活
躍
し
た
。

　
一
九
五
二
年
日
本
応
用
力
学
会
学
会

青
井
忠
正
名
誉
部
長
が
死
去

賞
受
賞
。
理
学
博
士
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

※
一
部
、
学
園
新
報
第
一
八
二
号
よ
り

抜
粋２

部
リ
ー
グ
に
て

　
　
大
阪
工
大
が
準
優
勝

　
去
る
十
二
月
に
朝
潮
橋
の
大
阪
市
中

央
体
育
館
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
関
西

学
連
剣
友
剣
道
大
会
の
２
部
リ
ー
グ
に

お
き
ま
し
て
、
大
阪
工
大
（
先
鋒
、
鳥
居

則
康
先
輩
（
Ｓ
四
十
五
年
卒
）
中
堅
、
道

瀬
良
一
先
輩
（
Ｓ
四
十
四
年
卒
）
大
将
、

上
垣
功
先
輩
（
Ｓ
四
十
四
年
卒
））
が
並

み
居
る
強
豪
を
倒
し
て
見
事
準
優
勝
の

栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
卒
業
後
の
先
輩
方
の
努
力
の
賜

で
あ
り
一
清
会
一
同
の
誇
り
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
も
同
大
会
の
開
催
が
来
る
十
二

月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ

の
選
手
選
考
会
を
Ｏ
Ｂ
総
会
の
翌
日
九

月
一
二
日
に
左
記
の
ご
と
く
予
定
い
た

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
稽
古
会
も

予
定
い
た
し
て
い
ま
す
。
日
頃
、
剣
道
か

ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
先
輩
方
も
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

記

日
時
　
一
九
九
九
年
九
月
一
二
日
（
日
）

平
成
十
一
年
度
一
清
会
総
会
、

　
　
　
　
故
青
井
忠
正
先
生
を
偲
ぶ
会
の
ご
案
内

　
一
清
会
の
平
成
十
年
度
総
会
な
ら
び
に
懇
親
会
を
左
記
日
程
で
開
催
す
べ
く

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。今
年
度
の
懇
親
会
で
は
、去
る
三
月
に
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
ま
し
た
故
青
井
先
生
を
偲
ぶ
会
と
し
て
青
井
先
生
夫
人
、ご
令
嬢
を
お
招

き
し
て
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
当
日
に
は
、現
剣
道
部
顧
問
の
住

吉
先
生
、
師
範
の
古
谷
先
生
の
ご
出
席
を
お
願
い
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　
時
節
柄
、皆
様
お
忙
し
い
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、何
と
ぞ
ご
出
席
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

日
時
　
一
九
九
九
年
九
月
十
一
日
（
土
）

　
　
　
　
総
会
　
午
後
四
時
よ
り

　
　
　
偲
ぶ
会
　
午
後
六
時
よ
り

場
所
　
大
阪
工
大
摂
南
大
学
六
〇
周
年
記
念
館

会
費
　
近
畿
地
区
　
一
万
二
千
円

　
　
　
そ
の
他
　
　
　
　
二
千
円

　
準
備
の
都
合
上
出
欠
の
返
事
は
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
前
日
宿
泊
の
用
意
を
い
た
し
ま
す
。
費
用
は
一
清
会
に
て
負
担

い
た
し
ま
す
の
で
ご
希
望
の
方
は
ご
遠
慮
な
く
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
午
前
十
時
よ
り

場
所
　
大
阪
工
業
大
学
総
合
体
育
館

　
　
　
　
一
階
　
剣
道
場

　
会
費
納
入
の
お
願
い

　
一
清
会
の
財
源
は
、
会
員
で
あ
る
先

輩
方
か
ら
の
会
費
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
不
況
の
厳
し
い
風
の
吹
き
荒
れ

る
昨
今
、
多
大
な
費
用
の
負
担
を
お
願

い
し
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

内
容
ご
理
解
の
上
、
会
費
の
納
入
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
振
り
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
封

の
振
り
込
み
用
紙
お
よ
び
案
内
を
ご
参

考
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
前
年
度
会
費
を
お
納
め
い
た

だ
い
た
先
輩
に
は
Ｏ
Ｂ
会
の
名
簿
を
お

送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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一
清
会
合
宿
が
開
催

　
奈
良
県
吉
野
郡
川
上
村
に
て
一
清
会

の
合
宿
が
七
月
十
日
、
十
一
日
の
一
泊

二
日
、
上
垣
先
輩
の
取
り
計
ら
い
に
よ

り
開
催
さ
れ
た
。
本
会
は
昨
年
度
に
引

き
続
き
二
回
目
を
数
え
る
。
参
加
者
は
、

顧
問
の
住
吉
先
生
を
は
じ
め
八
田
先
輩
、

上
垣
先
輩
、
道
瀬
先
輩
、
石
橋
先
輩
、
川

辺
先
輩
、
紺
谷
先
輩
、
石
井
先
輩
そ
し
て

決
算
案
お
よ
び
予
算
案

に
つ
い
て

　
平
成
十
年
度
の
決
算
案
お
よ
び
平
成

十
一
年
度
の
予
算
案
が
左
記
の
通
り
と

な
り
ま
し
た
。
本
案
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
総
会
に
て
協
議
さ
れ
る
予
定
で

す
。

皆
川
の
八
名
と
そ
の
家
族
で
し
た
。
一

行
は
、
稽
古
な
ら
び
に
あ
た
り
の
観
光

を
通
じ
て
い
っ
そ
う
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
企
画
、
準
備
い
た
だ
き
ま
し
た
上
垣

先
輩
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
年
度
以
降
も
一

清
会
の
行
事
と
し
て
定
着
す
べ
く
諸
先

輩
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一　清　会　会　報一　清　会　会　報一　清　会　会　報一　清　会　会　報一　清　会　会　報

編
集
後
記

昨
年
度
の
総
会
に
て
新
た
に
会
計
補
佐

と
し
て
役
員
の
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
長
年
、
こ
の
業
務
は
道

瀬
先
輩
に
頼
り
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
昨
年
の
総
会
案
内
の
発
送
か

ら
私
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
改
め
て
先
輩
の
ご
苦
労
を
感
じ
て
い

る
次
第
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
な
か
Ｏ
Ｂ
お
よ
び

Ｏ
Ｇ
の
先
輩
方
の
交
流
に
す
こ
し
で
も

ご
協
力
で
き
れ
ば
と
今
回
、
思
い
切
っ

て
会
報
と
い
う
形
で
の
ご
案
内
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
勝
手
な
行

動
に
賛
否
両
論
多
数
あ
る
か
と
は
思
い

ま
す
。
諸
先
輩
方
の
貴
重
な
ご
意
見
を

こ
の
機
会
に
頂
戴
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
会

報
で
は
工
大
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
の
大
会
準
優

勝
と
い
う
非
常
に
明
る
い
話
題
も
あ
れ

ば
青
井
先
生
の
訃
報
と
い
っ
た
暗
い
話

題
も
あ
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
会
報
で

青
井
先
生
の
訃
報
を
伝
え
る
こ
と
に

な
っ
た
の
は
い
さ
さ
か
不
本
意
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
新
た
に
一
清

会
が
ま
す
ま
す
の
結
束
を
強
め
て
い
く

こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

皆
川
健
多
郎
（
Ｈ
三
年
卒
）

まだまだ工事中だらけですが，一清会の活
動状況をお知らせいたしています．是非と
も，ご覧ください．

前年度繰越金 1,401,426 現役合宿及び

試合援助金 100,000

預金利息 コンパ祝儀 20,000

・定額利息 26,061 師範料援助金 100,000

・銀行利息 372 監督・助監督援助金 70,000

年会費（57人） 398,000 総会経費 192,517

総会会費 260,000 関西学連剣道大会

出場経費 117,120

消耗品・雑費 11,327

通信費 31,190

冠婚葬祭費 59,481

振替手数料 2,440

次年度繰越金 1,381,784

合　　　計 2,085,859 合　　　計 2,085,859

収　　入 支　　出

平成10年4月1日～平成11年3月31日

平成10年度一清会決算案

前年度繰越金 1,381,784 現役合宿及び

試合援助金 130,000

年会費 420,000 コンパ祝儀 20,000

＠7,000*60人 師範料援助金 100,000

監督・助監督援助金 70,000

関西学連剣道大会

出場経費 130,000

消耗品・雑費 50,000

通信費 50,000

冠婚葬祭費 20,000

予備費 1,231,784

合　　　計 1,801,784 合　　　計 1,801,784

収　　入 支　　出

平成11年度一清会予算案

平成11年4月1日～平成12年3月31日
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